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他の因子は Mann-Whitney U 検定を用いた。慢性の口腔顔面痛との関連性を明らかにするため、単変
量解析で p＜0.1の因子のみを抽出した。抽出された因子は性別、State-Trait Anxiety Inventory（特
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 結果の要旨       
 




















得点の量的データとして取り扱った。またこれらを論文に記載する。（5）STAI の最低得点は 20 点、最高
得点は 80 点、HADS の最低得点は０点、最高得点は 21 点である。またこれらの点数の最小及び、最高得
点を論文に記載する。（6）疾患の病態、治療法について丁寧に説明し、不安を軽減させる配慮をする。必
要ならば早期に精神、心理的治療も併用していく。（7）本研究では初診より以前に他院にて行われた治療
内容や常用薬については解析の対象としなかった。(8)各々の疾患の診断名は日本口腔顔面痛学会に所属す
る専門医２名によって診察後、検討を行ったうえで判定した、など概ね妥当な回答が得られた。さらに英
文表記や図表などについて改善点の指摘がなされた。 
以上より、本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に
値するものと判定した。 
